
●この車椅子は室内専用車椅子です。室内での使用を想定し、設計・製作をしております。
　万一、屋外で使用する場合には、十分に注意し、使用後は各部を点検してお使いください。
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このたびは、（株）松永製作所製品の車椅子をお買い上げいただき、ありがとうございます。
この取扱説明書には、お客様が安全に正しくご使用していただくために必要な注意事項や正しい使い方が
説明されています。ご使用になる前には、必ずお読みください。また、保証書が付いておりますので紛失し
ないように大切に保管してください。

車椅子が、使用者の身体に合わない状態で乗らないでください。健康をそこなう恐れがあります。
そのような場合は、購入されたお店、または、かかりつけの病院にご相談ください。
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■タイヤの空気圧が少ない状態で、使用しないでください。
　ブレーキのロックが出来なくなり、車椅子が動いたりして、事故の原因となります。
■バックサポート折りたたみのロックレバーに、かばんなどを引っ掛けないでください。
　ロックが解除され転倒・転落等事故の原因となります。
■フットサポートの上に乗って乗り込んだり、降りるとき上に立ち上がらないでください。
　車椅子がバランスを崩し、転倒事故の原因となります。
■車椅子のシートの上で立ち上がらないでください。
　転倒事故の原因となります。
■故障、異常のあるときは使用しないでください。
　事故、転倒などによるケガの原因となります。
■改造しないでください。
　改造によって車椅子の部品の破損、脱落などで安全性が低下して事故、転倒の原因となります。

■車椅子に乗る・降りる前や、ベッドへの移乗時には、ブレーキをロックしてください。
　車椅子が動き、転倒事故の原因となります。
■バックサポート折りたたみのロックピンが、｢カチッ｣と音がして、完全に出ているのを確認してください。
　転倒事故の原因となります。
■走行中にクラッチレバーを切り替えると、暴走、転倒・転落の恐れがあります。〈TT-ジョイの場合〉
　クラッチレバーの切り替えは必ず停止した状態で行ってください。
■スロープの登り下りの時は、介助者の方が支えて行ってください。
　スピードが出たり、バランスが不安定になり、転倒・転落等事故の原因となります。
■道路の通行は、必ず右側を通行してください。(歩道がある場合は歩道を通行してください。）
　道路交通法規を守らないと、交通事故の原因となります。
■踏切等の溝を乗り越える時は、必ず介助者に支えていただいて行ってください。
　車輪が溝にはまって転倒事故の原因となります。

■走行中に急にブレーキをロックしないでください。
　使用者が前に飛びだし、転倒など事故の原因となります。
■タイヤを持って車椅子を操作しないでください。ブレーキに手があたり、ケガをする原因となります。
■スピードが出ている状態で、素手でハンドリムを持って減速しないでください。
　摩擦で手にケガをする恐れがあります。
■走行中、身体を乗り出さないでください。バランスが不安定になり、転倒・転落等事故の原因となります。
■車輪が回転しているときは、スポークに手や指を差し込まないでください。
　手や指を挟んで、ケガをする原因となります。
■バックしながら、急停止しないでください。転倒事故の原因となります。
■凹凸のある路面では、前かがみ姿勢で使用しないでください。
　バランスを崩し、前に転倒して事故の原因となります。
■バックサポートに重いものを引っ掛けないでください。
　車椅子が不安定になり、転倒事故の原因となります。
■車椅子を拡げる時に、座パイプの横や下に、手や指を入れないでください。
　パイプに手や指を挟んでケガをします。
■スピードをつけて、段差を乗りこえようとしないでください。
　使用者が車椅子から転落して事故の原因となります。
■バックサポートが折りたたみの場合は、使用者が車椅子に乗っている状態でグリップを持って吊り上げ
　ないでください。
　パイプが外れたりして、転倒・転落等事故の原因となります。
■車椅子を、横向きに倒して上に物を置かないでください。
　重みで車輪フレームが、曲がったりして故障の原因となります。
■車椅子で荷物を運んだりしないでください。
■火気の近くに置かないでください。タイヤがパンクしたり、シートが燃え火災の原因となります。
■アームサポートを持って、車椅子を持ち上げないでください。転倒・転落事故の原因となり大変危険です。
■アームサポートを跳ね上げた状態で、アームサポートに力を加えないでください。
　破損の原因となります。

■介助者は、制動用ブレーキレバーを両側同時にかけてください。
　バランスを崩し、転倒事故の原因となります。
■車椅子を拡げた時、座パイプが受けに収まっているか、確認して座ってください。
　パイプが曲がったりして、転落事故および故障の原因となります。
■乗り降り、駐車は平坦な場所で行ってください。
　車椅子が動いたりしてバランスを崩し、転倒・転落等事故の原因となります。
■スロープを下るとき介助者は、車椅子を後ろ向きでゆっくり確認しながら走行してください。
　前向きで下ると使用者がずり落ちたり、前のめりとなり、転倒事故の原因となります。
■安全ベルト装着機種は、必ずシートベルトを締めてください。衝撃などで転落し、事故の原因となります。
■マジック式安全ベルトは、糸くずや汚れを取り除いてください。
　接着力が弱くなり衝撃を受けた時外れ、転落事故の原因となります。
■側溝の格子蓋、踏み切りのレール溝にキャスタが落ち込まないように注意してください。 
　車椅子が急に止まり使用者の身体が前方に傾き、転倒・転落等事故の原因となります。
■フットサポートが固定されているか確認してから使用してください。
　フットサポートが脱落し事故の原因となります。
■フットサポートの高さは地面より5ｃｍ以上でご使用ください。
　路面の凹凸や障害物にフットサポートが引っ掛かり急に車椅子が止まり、転倒事故の原因となります。
■レッグサポートをもどしたときは、ロックが確実にされているか確認してください。
　足を乗せたとき、外れて足をケガをする原因となります。
■アームサポートの、ロックレバーのピンが完全にロックされていることを確認してください。
　手をパイプに挟んでケガをする原因となります。

安全に正しくご使用していただくための重要な事項です。その意味はつぎのようになっており
ますので、内容をよくご理解のうえ、必ずお読みいただき正しくご使用ください。
表示内容を無視して、誤った取り扱いをした場合に生じる危険や損害の程度を説明しています。
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コントローラレバーを進みたい
方向に倒すだけで車椅子を操作
できる電動ユニットです。

乗り降りの際に車椅子が動かないよ
うにするために使用します。

フット・レッグサポート部が開閉で
き着脱可能です。ベッド、トイレ
等への接近が容易です。片手片
足操作にも適しています。樹脂
製で、操作も簡単です。

移動用ブレーキ
介助者がスピードを調節するため
に使用します。



コントローラレバーを進みたい
方向に倒すだけで車椅子を操作
できる電動ユニットです。

乗り降りの際に車椅子が動かないよ
うにするために使用します。

フット・レッグサポート部が開閉で
き着脱可能です。ベッド、トイレ
等への接近が容易です。片手片
足操作にも適しています。樹脂
製で、操作も簡単です。

移動用ブレーキ
介助者がスピードを調節するため
に使用します。



●車椅子に乗る・降りる前や、ベッドへの移乗時には、必ずブレーキをロックしてください。
　（車椅子が動き、転倒事故の原因となります。）

●タイヤの空気圧が少ない状態で、使用しないでください。（使用前の点検を参照）
　　（ブレーキのロックが出来なくなり、車椅子が動いたりして、事故の原因となります。）

●走行中に急にブレーキをロックしないでください。
　（使用者が前に飛びだし、転倒など事故の原因となります。）

車椅子の操作方法

●タイヤを持って車椅子を操作しないでください。
　（ブレーキに手があたり、ケガをする原因となります。）

（自走用車椅子の場合）
ブレーキロックを解除する。

●タイヤの空気圧が少ない状態で、使用しないでください。
　（ブレーキのロックが出来なくなり、車椅子が動いたりして、事故の原因となります。
　 また、タイヤのパンクの原因となります。）

そのようなご使用をされる場合は、車椅子用手袋〈オプション〉を
ご使用ください。

●介助者は、移動用レバーを、両側同時にかけてください。
　（バランスを崩し、転倒事故の原因となります。）

移動用ブレーキ

■ご使用前に、安全にご使用していただくため、次の確認をお願いします。
　・タイヤの摩耗・亀裂はないか。    ・タイヤの空気圧は適正か。    
　・ブレーキに異常はないか。     　 ・ブレーキをロックした時、駆動輪・主輪が回転しないか。



●車椅子に乗る・降りる前や、ベッドへの移乗時には、必ずブレーキをロックしてください。
　（車椅子が動き、転倒事故の原因となります。）

●タイヤの空気圧が少ない状態で、使用しないでください。（使用前の点検を参照）
　　（ブレーキのロックが出来なくなり、車椅子が動いたりして、事故の原因となります。）

●走行中に急にブレーキをロックしないでください。
　（使用者が前に飛びだし、転倒など事故の原因となります。）

車椅子の操作方法

●タイヤを持って車椅子を操作しないでください。
　（ブレーキに手があたり、ケガをする原因となります。）

（自走用車椅子の場合）
ブレーキロックを解除する。

●タイヤの空気圧が少ない状態で、使用しないでください。
　（ブレーキのロックが出来なくなり、車椅子が動いたりして、事故の原因となります。
　 また、タイヤのパンクの原因となります。）

そのようなご使用をされる場合は、車椅子用手袋〈オプション〉を
ご使用ください。

●介助者は、移動用レバーを、両側同時にかけてください。
　（バランスを崩し、転倒事故の原因となります。）

移動用ブレーキ

■ご使用前に、安全にご使用していただくため、次の確認をお願いします。
　・タイヤの摩耗・亀裂はないか。    ・タイヤの空気圧は適正か。    
　・ブレーキに異常はないか。     　 ・ブレーキをロックした時、駆動輪・主輪が回転しないか。



●バックサポートに重いものを引っ掛けないでください。
　（車椅子が不安定になり、転倒事故の原因となります。）

●車椅子を拡げる時に、座パイプの横や下に、手や指を入れないでください。
　（パイプに手や指をはさんでケガをします。）

●車椅子を拡げた時、座パイプが受けに収まっているか、確認して座ってください。
　（パイプが曲がったりして、転落事故及び故障の原因になります。）

車椅子の拡げ方

＊バックサポートの折りたたみをおこす時は、車椅子を折りたたんだ状態で行ってください。

　車椅子の後方に立ち、左右の
　グリップを持って両側に拡げます。

　片側のグリップを手で持ち、
　シートを手で下に押し下げると、
　車椅子が拡がります。

車椅子の折りたたみ方
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●フットサポートの上に乗って乗り込んだり、
　降りるとき上に立ち上がらないでください。
　（車椅子が、バランスを崩し、転倒事故の原因と
　 なります。）

●スロープを下るとき介助者は、車椅子を後ろ向きでゆっくり確認しながら走行してください。     
　（前向きで下ると、使用者がずり落ちたり、前のめりとなり、転倒事故の原因となります。）

●車椅子に乗る・降りる前や、ベッドへの移乗時には、必ずブレーキをロックしてください。
　（車椅子が動き、転倒事故の原因となります。）

●車椅子の、乗り降りのときは、路面の平坦な場所で行ってください。
　（車椅子が動き、バランスを崩し、転倒・転落等事故の原因となります。）

車椅子の乗り方・降り方
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車椅子の乗り方・降り方



●この車椅子は室内専用です。上記の場所では出来るかぎり使用しないでください。
　万一、走行する場合には、十分に注意してください。

●側溝の格子蓋、踏み切りのレール溝にキャスタが落ち込まないように注意してください。
（車椅子が急に止まり使用者の身体が前方に傾き、転落・転倒等事故の原因となります。）

●車椅子のシートの上で立ち上がらないでください。
　（転倒事故の原因となります。）

●車椅子を持ち上げる場合には、次の場所を
　持たないでください。

●使用者が車椅子に乗っている状態でグリップを
　持って吊り上げないでください。
　（パイプが外れたりして、転倒・転落等事故の
　 原因となります。）

●使用者が、車椅子から転落したり、ずり落ちるのを保護します。

降車

●マジック式安全ベルトは、糸くずや汚れを
　取り除いてください。

　（接着力が弱くなり、衝撃を受けた時外れ、転落事故
　の原因となります。）
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●フットサポートの高さは地面より5ｃｍ以上で
　ご使用ください。     
　（路面の凹凸や障害物にフットサポートが引っ掛かり
　急に車椅子が止まり、転倒事故の原因となります。）

●車椅子で荷物を運んだりしないでください。    

車椅子

付属の六角レンチ（対辺4mm）で、六角穴付ボルトを外してください。
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先端ボルト

5ｃm以上

付属品のスパナで先端
ボルトを少し動くところ
までゆるめる。

高さを調節し、先端
ボルトを締める。

※適正トルク
　20Nm先端ボルト

フットサポート
裏側から見た図＜ ＜

●フットサポートが固定されて
　いるか、確認してから使用し
　てください。
（フットサポートが脱落し事故
  の原因になります。）

していただく

●フットサポートの高さは地面より5ｃｍ以上で
　ご使用ください。
　（路面の凹凸や障害物にフットサポートが引っかかり
　 急に車椅子が止まり、転倒事故の原因になります。）

していただく●①②③のボルトは必ず締めてください。フットサポートが外れ、ケガをする恐れがあります。
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●アームサポートを持って、車椅子を持ち上げないでください。
　（ケガ、転倒・転落等事故の原因となります。）

パッド

パッド
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 ・車椅子を拡げてバックサポートを折りたたみしていませんか 車椅子を折りたたんで行ってください

注意 ●各種寸法を変更する場合は、お買上げの販売店または、弊社までご連絡ください。

車椅子のお手入れの方法

車椅子をご使用されていて故障かなと、思うトラブルが発生したら、修理を依頼するまえに
下記項目を確認してください。

■車椅子に異常がある場合は、取扱店で、点検・修理を行ってください。      
　その状態で使用されますと、使用中に破損し、事故の原因となります。      

　●タイヤの劣化・ひび割れ・エアー漏れ　  ●フレームのひび割れ・曲がり・ガタツキ 
　●各部固定部品の変形      　　　　　●駆動輪・キャスタの変形
　●ボルト・ナット・ビスの緩み      　●移動用ブレーキ・ブレーキの効き具合

■清掃は、水につけたタオルを強くしぼり、泥やホコリを拭き取った後に乾いた布で仕上げ拭きをしてください。
　揮発性剤（シンナー・ベンジン・アルコール類）では、清掃しないでください。変色したり、劣化の原因となります。
　ホースなどで、直接水をかけないでください。車輪及びフレーム内部・ブレーキ部等に水滴が残り、錆の原因となります。

■タイヤの空気圧は、最適空気圧を適正に保ってください。（P.6参照）
　空気圧が少ないときは、補充してください。

■タイヤには、ひび割れを防ぐために老化防止剤が配合されていますので、次のような環境及び薬剤はさけてください。
　タイヤの劣化を促進させ、ひび割れの発生原因となります。



 ・車椅子を拡げてバックサポートを折りたたみしていませんか 車椅子を折りたたんで行ってください

注意 ●各種寸法を変更する場合は、お買上げの販売店または、弊社までご連絡ください。

車椅子のお手入れの方法

車椅子をご使用されていて故障かなと、思うトラブルが発生したら、修理を依頼するまえに
下記項目を確認してください。

■車椅子に異常がある場合は、取扱店で、点検・修理を行ってください。      
　その状態で使用されますと、使用中に破損し、事故の原因となります。      

　●タイヤの劣化・ひび割れ・エアー漏れ　  ●フレームのひび割れ・曲がり・ガタツキ 
　●各部固定部品の変形      　　　　　●駆動輪・キャスタの変形
　●ボルト・ナット・ビスの緩み      　●移動用ブレーキ・ブレーキの効き具合

■清掃は、水につけたタオルを強くしぼり、泥やホコリを拭き取った後に乾いた布で仕上げ拭きをしてください。
　揮発性剤（シンナー・ベンジン・アルコール類）では、清掃しないでください。変色したり、劣化の原因となります。
　ホースなどで、直接水をかけないでください。車輪及びフレーム内部・ブレーキ部等に水滴が残り、錆の原因となります。

■タイヤの空気圧は、最適空気圧を適正に保ってください。（P.6参照）
　空気圧が少ないときは、補充してください。

■タイヤには、ひび割れを防ぐために老化防止剤が配合されていますので、次のような環境及び薬剤はさけてください。
　タイヤの劣化を促進させ、ひび割れの発生原因となります。



22 23

MEMO＜ガススプリングのご使用方法について＞
ガススプリングを使用した車椅子を正しく、安全にご使用していただくために、下記をよくお読みください。

■ご使用上の注意

高圧ガスが封入されています

●分離したり火に入れないでください
●廃却のときは、チューブの下部に穴をあけ、ガスを抜いてください
●このとき、オイルや切粉が飛散しますので、保護メガネを着用ください

ドリル DRILL

■飛行機等への搭載

ガススプリングを使用した車椅子は、飛行機等に搭乗される際に「非該当証明書」の提出を求められる
場合があります。非該当証明書が必要な場合には、（株）松永製作所までお問い合わせください。

（株）松永製作所（代表）
　TEL：0584-35-1180　（平日 08：30 ～ 17：30）
　https://www.matsunaga-w.co.jp/
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●この車椅子は室内専用車椅子です。室内での使用を想定し、設計・製作をしております。
　万一、屋外で使用する場合には、十分に注意し、使用後は各部を点検してお使いください。

室内専用６輪車椅子

2021.4


